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この度は、たいへん栄誉ある環境工学部門研究業績
賞（2010 年度）を賜り、心から御礼申し上げます。
授賞の対象に選んでいただいた研究は、「低 GWP 冷
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媒の熱物性計測」に関するもので、今まさにタイムリー
な研究テーマと考えています。1980 年代に、オゾン
層破壊が地球環境問題として深刻化し、ODP（オゾ
ン破壊係数）がゼロの冷媒開発が進みました。そして
新しい HFC 系冷媒が普及してきたのですが、今では
この HFC 系冷媒も、地球温暖化問題の側面から改善
を余儀なくされています。ODP がゼロ、GWP（地球
温暖化係数）もゼロが環境問題の視点から理想の冷媒
になるのですが、性能の維持・向上を目指すと、環境
に適した熱物性が重要となるため、未だ画期的な新冷

 

 

：2010 年 11 月 24 日（水）
東北大学／東北福祉大学

（3）講習会 : 冷凍空調技術に関するシミュレーショ
ン技術、2010 年 9 月 7 日（火）、日本機械学会会
議室

（4）講習会 : 静粛設計のための防音・防振技術、
2010 年 12 月 3 日（金）、日本機械学会会議室

（5）講習会：電気・電子機器廃棄物と金属資源リサ
イクル、1 月 28 日（金）、日本機械学会会議室

この度は、受賞の栄誉を賜りましてありがとうござ
いました。大変光栄に存じます。部門が発足したのは
1990 年ですが、その２年後に部門運営委員として第
一技術委員会に参加させて頂いて以来、部門の多くの
皆様方からご指導を受けて参りました。2004 年度の
部門長を拝命しました当時は、より多くの方々に環境
工学シンポジウムに参加頂こうと関係者で協議を重
ね、従前の川崎の産業振興会館から出て前年度部門長
に道筋をつけて頂きました品川の東京海洋大学にて開

催し、参加者数の増加につなげることができました。
更に 2005 年度には、故伊藤定祐先生（同年度部門長）
のお骨折りにより室蘭工大での開催が実現され、大変
盛況となりました。なお英文ジャーナル発刊の実現性
についての議論を開始し、これも故伊藤先生が発刊の
運びへと進めて下さいました。ただ大変残念なことに、
伊藤先生はその後体調を崩されて御他界されました。
暖かくかつ強力なご支援や推進力を発揮されました先
生のことを決して忘れることはできません。

ところで、部門の意義として、快適環境の追求と環
境保全を発足時に初代部門長が挙げておられます。そ
れらの重要性はその後も増大の一途であり、本部門の
果たすべき役割はこれまで以上に大きくなっていると
考えます。諸先輩の先見性へ敬意を表するとともに、
皆様の更なるご活躍をお祈り致しまして、受賞の御礼
とさせて頂きます。
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技術委員会の活動報告と計画

第一技術員会では、人間の生活環境における騒音や
振動の問題に取り組んでいます。メンバーは大学の教
官、企業などで騒音・振動問題に取り組む第一線の研
究開発担当者を中心に約 25 名です。

技術委員会では、小学生に音や振動を身近に感じて
いただくため、08 年度より夏休みに「手作りで音を
楽しもうー環境にやさしい夏休み親子向けイベント」
を開催しています。10 年度は関東と関西で 2 回のイ

ベントを行い、合計で親子 40 組 88 名の方に参加いた
だきました。また、現場の担当者の皆さまへの静音化
技術の普及のため、12 月には講習会「静粛設計のた
めの防音・防振技術」を開催しました。当日は悪天候
の中、昨年よりも 5 名多い 38 名の方々に受講いただ
きました。

上記の他、年間 3 回程度の研究会を開催し、技術委
員会メンバーのレベルアップも図っております。11
月と 1 月には音響学会の騒音・振動研究会と共催し、
多方面の方々にも参加していただきました。

11 年度も同様の活動を推進してまいりますので、
ぜひご参加ください。

第 1技術委員会の
活動報告と計画 委員長：高野 靖

㈱日立製作所

第 2 技術委員会は、「資源循環・廃棄物処理技術分野」
と位置づけられています。従来から横断的で裾野の広

い技術分野でしたが、昨今の地球温暖化ガス削減や資
源セキュリティーの強化といった流れの中で、バイオ
マス利活用やレアメタル・レアアースリサイクル、
LCA など、いっそう幅広い取り組みが求められてい
ます。1 月には「電気・電子機器廃棄物の金属資源リ

第 2技術委員会の
活動報告と計画 委員長：鈴木 康夫

JFE エンジニアリング㈱

技術業績賞を受けることになり、誠に名誉なことで、
関係各位に深く感謝申し上げます。受賞技術は「プラ
ズマ複合排ガス処理に基づくスーパークリーンディー
ゼルエンジン及びバイオ燃料燃焼ボイラーの開発」で
す。当該成果は 2006 年度に科学技術振興機構の地域
イノベーション事業の補助を受け、企業との共同開発
を開始し、本年度完了するプログラムによるものです。
五年あまりの開発期間の中での進捗は山あり谷あり
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で、さらには日常業務で日々時間が細切れに分断され
るなか開発を進め、NOx 排出濃度 1ppm 以下または
バイオ燃料を完全燃焼させ CO2 を 50%削減できるク
リーンボイラシステムを 2011 年度初頭に共同研究企
業が市場に投入予定です。今回の受賞において、教育
機関に勤める筆者が「研究」ではなく「技術」を評価
されたことは、特別に意義のあることと思っておりま
す。研究開発の手順をほとんど知らない学生を育てな
がら学位論文をまとめさせ、企業に就職する姿を見つ
つ、実用化開発を行うのは本当にやりがいのある仕事
です。最後になりましたが本技術の開発には大阪府立
大学の学生を初めとする若手あるいは熟年の研究者が
深く関わってくれており、あらためて感謝し、彼らの
努力に報いるためにも開発したシステムの広い普及を
願っております。

媒の登場がなされていないようです。
我々の受賞に関しては、タイムリーという言葉が

キーワードでした。環境問題の解決が重要視されてい
るこの時期に、体系的に、かつ共同研究という手法を
使い、ハイスピードで研究成果を公表できたことが、
最も評価を受けた要因かと推察しております。環境工

学部門におかれましては、地球の未来を考えた、さま
ざまな研究が今後も進められていくことでしょう。今
回の受賞を励みとして、我々もさらに研究活動に邁進
し、未来の地球環境に貢献できる成果を公表し続けて
いければと考えています。この度は本当にありがとう
ございました。


